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茨城県剣道連盟居合道伝達講習会は、全日本剣道連盟の居合道中央・地区講習会の内容を

茨城県に伝達する為に行われます。　内容は、１）全剣連の「ガバナンス・コンプライアンス」の説明、

２）全剣連居合の「指導上の留意点」の実技、　３）「審判法」の実技、　について行われました。

三段～五段 「演武協力者」－１

審判講習－１

居
合
道
伝
達
講
習
会
 

八
月
二
十
八
日
 
　
茨
城
県
武
道
館
大
道
場

居合道部未来検討会広報Gr

令和 ４年 ９月 ９日（金）

一

、
全
剣
連
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
説
明
・
講
師
中
谷
行
道
専
務

理
事

（
伝
達
・
伊
藤
政
敏

）

　
数
年
前

、
居
合
道
の
段
位
称
号
審
査
で

金
銭
の
授
受
が
発
覚
し
ま
し
た

、
剣
道
で

も
体
罰
等
で
裁
判
の
報
道
が
さ
れ
て
い
ま

す

、
こ
う
い

っ
た
こ
と
が
続
き
ま
す
と

、

剣
道
 

居
合
道
を

、
敬
遠
す
る
人
が
出
か

ね
な
い
と
の
危
機
感
を
持

っ
て
い
ま
す

。

少
子
化
・
人
口
減
少
で
剣
道
人
口
も
減
少

し
て
お
り

、
何
と
か
し
て
維
持
し
て
い
き

た
い

、
こ
れ
以
上
剣
道
 

居
合
道
を
敬
遠

す
る
人
が
増
え
て
欲
し
く
な
い

。
そ
う
い

う
こ
と
も
あ

っ
て
全
剣
連
は

、
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
強
化
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底

を
図

っ
て
不
祥
事
を
防
止
し
て
社
会
か
ら

信
頼
さ
れ
る

、
居
合
道
界
 

剣
道
界
を

　
昨
年
は
感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

延
長
で
十
月
に
延
期
し
ま
し
た
が

、
今
年
は

予
定
通
り
広
い
会
場
の
茨
城
県
武
道
館
 

大

道
場
を
利
用
し
て
行
う
事
が
出
来
ま
し
た

。

　
こ
の
会
場
の
利
用
は

、
平
成
三
〇
年
に
開

催
さ
れ
ま
し
た

、
第
五
三
回
全
日
本
居
合
道

大
会
以
来
四
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す

。
以
降
何

回
か
利
用
の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が

、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で

、
延

期

、
中
止
と
な

っ
て
お
り

、
今
回
の
開
催
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
茨
城
県
剣
道
連
盟

会
長
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す

。

　
当
日
は
猛
暑
の
合
間
の
雨
と
な
り
夏
の
講

習
会
と
し
て
は
快
適
な
中

、
三
段
か
ら
八
段

ま
で
七
十
三
名
の
申
込
が
有
り
予
定
ど
お
り

の
講
習
内
容
を
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た

。

作

っ
て
い
こ
う

。
そ
う
い
う
決
意

を
持

っ
て

、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す

。

二

、
全
剣
連
居
合
実
技
講
習
・
講

師
・
草
間
純
市

、
勝
瀬
文
孝

、
粂

田
孝
博
 

（
伝
達
 

山
﨑
明
正

、

実
技
 

伊
藤
政
敏

）

　
中
央
・
地
区
講
習
会
で
配
布
さ

れ
た

、
全
日
本
剣
道
連
盟
居
合

「
指
導
上
の
留
意
点

」
全
四
ペ
ー

ジ
を
基
に

、
留
意
点
を
説
明
し
併

せ
て
変
更
点
の
実
技
指
導
を
行

っ

た

。

　
⑴
作
法
で
は

、
初
め
の
刀
礼
の

刀
の
置
き
方

、
刀
の
と
り
方

。
終

り
の
刀
礼
で
は
刀
の
こ
じ
り
の
置

き
方
に
つ
い
て

。

　
⑵
術
技
で
は

、
一
本
目
か
ら
十

二
本
目
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
変
更

点
を
確
認
し
た

。

　
主
な
点
は

、
一
本
目
・
五
本

目
・
六
本
目
の
抜
き
出
し
方
向
に

つ
い
て

。

　
七
本
目
の
圧
す
る
の
抜
き
出
し

程
度
の
明
確
化
及
び
見
る
・
切
る

が

、
見
る
で
動
き
を
止
め
な
い
こ

と

。

　
十
本
目
構
え
の
時

、
左
足
さ
ば

き
無
し

。

　
十
一
本
目
受
け
流
し
時
の
左
足

後
退
無
し

。

　
十
二
本
目
真
向
切
り
時
の
左
の

送
り
足
無
し

、
な
ど

。

　
⑶
補
足
で
は

、
野
外
で
の
礼

、

左
上
段
・
八
相
・
脇
構
え
・
中
段

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た

。

居合道部だより居合道部だより
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審判講習－２

三段～五段 「演武協力者」－２

第8回未来検討会

令和４年７月１８日（日）新治地区公民館

三

、
試
合
審
判
法
講
習
会

講
師
・
平
野
政
弘
・
山
﨑
明
正
・
伊
藤
政
敏

　
十
月
八
日
に
東
京
都
の
全
日
本
居
合
道
大

会
で
実
際
に
使
用
す
る
審
判
要
領
を
全
員
に

配
布
し
実
施
し
ま
し
た

。

　
初
め
に

、
山
﨑
明
正
講
師
か
ら
要
領
の
内
容

と
座
席
等
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
手
順
を
一
通

り
説
明
し

、
六
段
以
上
が
審
判

、
三
段
か
ら
五

段
が
演
武
の
二
班
に
分
か
れ
実
技
を
行
い
ま
し

た

。

　
昨
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染

防
止
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
の
審
判
交
代
は

、

今
年
更
に
改
善
さ
れ
て
お
り
そ
の
実
習
を
行
い

ま
し
た

。
そ
し
て

、
審
判
旗
の
巻
き
方
は

、

立

っ
た
ま
ま

、
縦
巻
き
と
決
め
ら
れ
た
要
領
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た

。

　
又

、
審
判
旗
持
参
の
先
生
が
多
く
な
り
旗
の

手
渡
し
が
な
く
な

っ
た
の
は
感
染
防
止
上
好
ま

し
い
こ
と
と
感
じ
ま
し
た

。

　
今
回

、
審
判
講
習
会
参
加
の
三
段
か
ら
五
段

の
皆
様
に
は

、
積
極
的
に
演
武
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た

。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す

。

　
本
年
度
最
初
の
検
討
会
を
行
い
ま
し
た

。

一

、
広
報
用
チ
ラ
シ
・
今
後
の
運
用
に
つ
い

て
・

【
必
要
な
支
部
は

、
居
合
道
事
務
局
ま
で

申
請
し
て
下
さ
い

】

二

、
組
織
Ｇ
ｒ
・
検
討
テ
ー
マ
：
居
合
道
の
指

導
要
綱
に
つ
い
て
・
初
め
に
居
合
道
の
指
導
者

と
し
て

、
武
道
人
・
そ
し
て
居
合
道
人
と
し
て

あ
る
べ
き
姿
は
ど
の
様
な
も
の
か
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く

。

三

、
企
画
G
r
・
①
支
部
対
抗
戦
・
昨
年
の
反

省
点
の
改
善
計
画
検
討
済

。
　
②
演
武
大
会
・

昨
年
検
討
に
今
回
改
善
を
加
え
た
も
の
検
討

中

。
③
居
合
道
部
ア
ン
ケ
ー
ト
・
九
月
の
審
査

に
合
わ
せ
支
部
代
表
に
協
力
を
依
頼
し
ま
す

。

◎
組
織
変
更
・
企
画
・
広
報
・
組
織
の
３
つ

を

、
広
報
の
H
P
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
検
討
等
終
了

し
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
化
し
た
こ
と
に
よ
り

、
企

画
・
組
織
の
２
グ
ル
ー

プ
で
運
用
し
て
い
く
こ

と
に
し
ま
し
た

。

　
午
後
の
始
ま
り
は

、
講
習
会
参
加
の
全
日

本
大
会
代
表
選
手
二
名
と
関
東
甲
信
越
大
会

代
表
選
手
二
名
の
公
開
演
武
が
行
わ
れ
強
化

訓
練
の
成
果
を
披
露
し
て
も
ら
い
ま
し
た

。

　
午
前
の
後
半
は

、
段
別
の
二
班
に
分
か

れ

、
中
央
地
区
講
習
の
重
要
な
点
に
つ
い
て

再
度
説
明
が
あ
り
実
技
を
行
い
な
が
ら
各
自

確
認
を
行
な
い
ま
し
た

。

一
班
・
六
段
～

八
段
・
講
師
山
﨑
明
正

二
班
・
三
段
～

五
段
・
講
師
伊
藤
政
敏


